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いろんな仕事があるんだね。（一日図書館員）
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主 合「中学校教育検討会報告」が提出されま

な した

記

事 古道徳授業地区公開講座に参加を

「図書館子どもまつり」で本の整理

やお客さんの受付などの仕事をや

リました。はじめはドキドキした

けれど、一日楽しくできました。

＊教育広報 「かけはし」は資源保護の

ため再生紙を使用しています。



る
子
を
待
た
せ
て
お
い
た
り
、
目
立
た

な
い
よ
う
に
、
あ
る
い
は
頭
を
押
さ
え

つ
け
る
よ
う
な
教
育
は
み
ん
な
に
不
満

を
持
た
せ
ま
す
。
勉
強
は
も
ち
ろ
ん
、

ス
ポ
ー
ツ
で
も
何
で
も
、
伸
び
る
芽
を

育
て
る
心
遣
い
が
必
要
で
す
。
何
で
も

こ
な
せ
る
子
な
ら
、
そ
の
ま
ま
伸
ば
し

て
い
く
の
が
本
来
の
教
育
の
あ
り
方
で

す
。一

方
、
「
生
き
る
力
」
と
い
う
言
い
方

を

10
年
近
く
前
か
ら
聞
い
て
い
ま
す
。

そ
の
前
は
「
新
し
い
学
力
観
」
と
い
う

言
葉
で
し
た
。
し
か
し
、
学
校
現
場
で

は
こ
の
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
は
根
づ
い

て
い
ま
せ
ん
。
ス
ロ
ー
ガ
ン
を
掲
げ
る

だ
け
で
は
何
事
も
具
体
的
に
進
み
ま
せ

ん
。
そ
こ
で
、
今
回
提
言
し
た
中
等
教

育
学
校
で
は
「
生
き
方
」
と
い
う
科
目

を
設
け
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。
学
歴
と

か
大
学
の
ブ
ラ
ン
ド
名
な
ど
に
こ
だ
わ

ら
な
い
で
、

一
人
一
人
が
手
ご
た
え
の

あ
る
生
き
方
を
考
え
る
授
業
内
容
に
し

た
い
も
の
で
す
。
詳
細
は
ま
だ
決
ま
っ

て
い
ま
せ
ん
が
、
生
徒
が
「
生
き
る
こ

と
の
意
味
」
に
つ
い
て
考
え
る
き
っ
か

け
に
な
れ
ば
と
考
え
て
い
ま
す
。

千代田区から始まる新たな中等教育の道

「中学校教育検討会報告」
が提出されました。

ヽ~ ノ

千
代
田
区
教
育
委
員
会
で
は
、
こ
れ
か
ら
の
中
学
校
教
育

の
あ
り
方
を
検
討
す
る
た
め
、
平
成
10
年
9
月
に
中
学
校
教

育
検
討
会
（
座
長
1
1
今
井
啓
一
氏
・
帝
京
平
成
大
学
教
授
）

を
設
置
し
ま
し
た
。
検
討
会
は
、
現
在
の
中
学
校
教
育
の
抱

え
る
課
題
を
整
理
し
た
上
で
、
2
1
世
紀
に
向
け
た
中
学
校
教

育
は
、
「
子
ど
も
た
ち
の
夢
や
希
望
を
育
て
る
魅
力
あ
る
中

学
校
」
と
し
て
実
現
す
べ
き
で
あ
る
と
し
て
、
平
成
1
1
年
7

月
に
は
検
討
の
方
向
性
を
示
し
た
「
中
間
報
告
」
を
提
出
し

ま
し
た
。

そ
の
後
、
「
中
間
報
告
」
で
示
さ
れ
た
方
策
の
具
体
化
に

あ
た
り
、
公
立
の
中
高
一
貫
校
、
特
色
の
あ
る
教
育
実
践
校

を
視
察
す
る
と
と
も
に
、
平
成
1
1
年
10
月
に
は
区
内
の
小

・

中
学
校
児
童
生
徒
、
保
護
者
、
教
員
を
対
象
に
し
た
ア
ン
ケ

ー
ト
調
査
を
実
施
し
ま
し
た
。

ま
た
、
平
成
1
1
年
12
月
に
は
、
「
中
間
報
告
」
に
示
さ
れ

た
中
高
一
貫
教
育
導
入
に
つ
い
て
よ
り
専
門
的
、
実
務
的
な

調
査
研
究
を
行
い
、
千
代
田
区
と
し
て
最
も
効
果
的
な
教
育

シ
ス
テ
ム
を
構
築
す
る
た
め
、
中
高
一
貰
教
育
検
討
専
門
部

会
を
設
置
し
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
検
討
会
で
は
、
「
中
間
報
告
」
や
中
学
校
教
育
全
般

に
つ
い
て
、
区
民
、
保
護
者
及
び
学
校
関
係
者
等
の
意
見
を
幅

広
く
伺
う
た
め
、
平
成
12
年
2
月
に
保
護
者
や
学
校
関
係
者

と
の
意
見
交
換
会
を
開
催
し
、

4
月
に
は
一
般
区
民
を
対
象
に

し
た
公
聴
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

こ
う
し
た
経
過
を
経
て
、
平
成
12
年
8
月
1
日
、
「
中
学

校
教
育
検
討
会
報
告
」
が
今
井
座
長
か
ら
提
出
さ
れ
ま
し
た

の
で
、
そ
の
概
要
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

※
一
部
の
報
道
で
は
中
高
一
貫
校
の
設
置
場
所
や
時
期
に
つ

い
て
憶
測
に
基
づ
く
記
事
が
あ
り
ま
し
た
が
、
こ
れ
ら
は
今

後
の
検
討
課
題
で
あ
り
、
現
時
点
で
は
白
紙
の
状
態
で
す
。

千
代
田
区
教
育
委
員
会
は
た
だ
今
、

今
井
座
長
か
ら
中
学
校
教
育
検
討
会
最

終
報
告
を
頂
戴
し
ま
し
た
。

平
成
10
年
9
月
の
検
討
会
発
足
以
来
、

2
年
間
に
わ
た
る
熱
心
な
ご
協
議
の
結

果
、
こ
こ
に
そ
の
成
果
を
得
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

千
代
田
区
に
お
け
る
こ
れ
か
ら
の
中

等
教
育
の
あ
る
べ
き
姿
を
、
そ
の
改
善

の
視
点
と
基
本
的
な
在
り
方
に
基
づ
き
、

「
千
代
田
区
立
中
等
教
育
学
校
(

6

年
制

中
高

一
貫
教
育
校
）
の
新
設
」
と
「
在

千
代
田
区
教
育
委
員
会

教

育

長

井

澤

＿弘

中
学
校
教
育
検
討
会

最
終
報
告
を
受
け
て

今
井
座
長
か
ら
井
澤
教
育
長
に

手
渡
さ
れ
る
報
告
書

y
 

12
歳
か
ら

18
歳
と
言
え
ば
人
格
形
成

の
過
程
で
極
め
て
重
要
な
時
期
で
あ
る

と
同
時
に
、
思
春
期
と
い
う
微
妙
な
成

長
段
階
に
あ
り
ま
す
。
こ
の

6
年
間
の

中
間
に
高
校
受
験
と
い
う
ハ
ー
ド
ル
が

あ
る
た
め
、
中
学
に
入
っ
て
間
も
な
い

時
期
に
進
路
を
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な

く
な
り
、
高
校
で
も
同
じ
よ
う
に
あ
わ

た
だ
し
い

3
年
間
に
な
り
ま
す
。
今
の

学
校
制
度
で
は
や
む
を
得
な
い
一
面
で

す
が
、
こ
の

3
年
刻
み
の
中
等
教
育
の

期
間
を
少
し
で
も
本
来
の
目
的
、
つ
ま

り
、
個
性
や
適
性
を
模
索
し
な
が
ら
、

そ
れ
に
沿
っ
て
過
ご
す

―
つ
の
方
法
に

な
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
判
断
か
ら

千
代
田
区
立
中
高
一
貫
校
の
創
設
を
提

言
し
ま
し
た
。

個
性
、
適
性
に
応
じ
た
教
育
と
は
、
言

い
換
え
れ
ば
画
一
、
平
等
か
ら
の
脱
皮
で

す
。
12
歳
を
過
ぎ
れ
ば
、
だ
れ
に
で
も
得

手
、
不
得
手
と
か
、
好
き
、
嫌
い
が
で
き

来
型
中
学
校
の
充
実
」
と
い
う
形
で
提

言
し
て
い
た
だ
き
、
心
よ
り
感
謝
い
た

し
ま
す
。

ご
承
知
の
と
お
り
法
律
が
改
正
さ
れ

て
、
平
成
11
年
度
か
ら
中
高
一
貰
教
育

校
の
設
置
が
可
能
と
な
り
ま
し
た
。
現

在
の
中
学
校
教
育
を
巡
る
さ
ま
ざ
ま
な

課
題
を
解
決
す
る
た
め
に
は
、
中
裔
一

貫
教
育
校
の
新
設
は
、
在
来
型
の
中
学

校
教
育
の
特
色
化
な
ど
さ
ら
な
る
充
実

と
共
に
、
大
変
魅
力
的
な
選
択
肢
で
あ

り
ま
す
。
な
か
ん
ず
く

6
年
制
の

1
つ

の
学
校
と
位
置
づ
け
る
中
等
教
育
学
校

は
、
設
立
可
能
な

3
タ
イ
プ
の
中
で
中

高
一
貫
教
育
校
と
し
て
の
特
色
を
最
も

強
く
生
か
せ
る
た
め
、
こ
れ
を
採
用
す

べ
き
と
の
、
思
い
切
っ
た
提
案
と
な
っ

て
お
り
ま
す
。

千
代
田
区
中
学
校
教
育
検
討
会

今
井

座
長

報
告
の
提
出
に
当
た
っ
て

啓

る
も
の
で
す
。
ス
ポ
ー
ツ
は
何
で
も
こ
な

す
の
に
勉
強
は
苦
手
、
数
学
や
理
科
は
得

意
な
の
に
英
語
や
国
語
は
嫌
い
な
ど
と
い

う
生
徒
が
増
え
て
き
ま
す
。
6
年
間
あ
れ

ば
、
苦
手
に
な
っ
た
動
機
な
ど
を
時
間
を

か
け
て
調
べ
、
や
る
気
を
持
つ
よ
う
に
さ

せ
る
可
能
性
が
広
が
り
ま
す
。
ど
う
し
て

も
適
性
が
な
い
の
な
ら
、
得
意
な
分
野
を

ど
ん
ど
ん
伸
ば
し
、
不
得
手
な
科
目
に
も

何
と
か
取
り
組
も
う
と
す
る
気
持
ち
を

持
た
せ
る
と
い
う
よ
う
に
、
個
性
と
適
性

に
応
じ
た
教
育
を
す
る
余
地
が
生
ま
れ

み
ん
な
同
じ
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

教
育
は
み
ん
な
に
不
平
等
を
強
い
る
結

果
に
な
り
ま
す
。
で
き
な
い
子
を
置
き

去
り
に
し
て
は
な
り
ま
せ
ん
が
、
で
き

ま
た
、

千
代
田
区
の
中
学
校
が
そ
れ
ぞ

れ
に
特
色
を
も
つ
こ
と
に
な
れ
ば
、
千

代
田
区
全
域
を
対
象
に
生
徒
・
保
護
者

に
よ
る
学
校
選
択
を
可
能
に
す
る
必
要

が
生
じ
る
の
は
当
然
で
あ
り
、
こ
の
点

に
つ
い
て
も
報
告
書
に
記
載
さ
れ
て
お

り
ま
す
。

文
部
省
は
全
国
に
中
高
一
貰
教
育
校

5
0
0
校
の
設
置
を
目
指
し
て
い
ま
す

が
、
現
時
点
で
は
私
立
校
を
加
え
て
も

17
校
で
す
。
こ
う
し
た
状
況
の
中
、
千

代
田
区
が
区
立
の
中
高
一
貫
教
育
校
を

設
立
す
べ
き
で
あ
る
と
の
検
討
会
報
告

は
誠
に
時
宜
を
得
た
も
の
で
あ
り
、
多

く
の
区
民
の
方
々
に
ご
支
持
い
た
だ
け

る
も
の
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

教
育
委
員
会
は
今
後
、
学
校
関
係
者

や
区
民
の
み
な
さ
ま
に
こ
の
報
告
書
の

内
容
を
十
分
に
説
明
し
、
ご
理
解
を
い

た
だ
く
と
と
も
に
、
区
長
部
局
と
協
議

し
て
で
き
る
だ
け
早
く
千
代
田
区
と
し

て
の
方
針
を
定
め
、

21
世
紀
に
生
き
る

子
供
た
ち
の
夢
と
希
望
を
育
て
る
、
魅

力
あ
る
中
学
校
の
創
造
を
進
め
て
ま
い

り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

ま
す
。
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|「中学校教育検討会報告」概要 I
I中学校教育改善の方向 ー中等教育改善の視点と基本的なあり方一

改善の視点
◇ ふれあいとコミュニケーション ◇ 「ゆとり」ある教育課程

◇ 個性尊重 ◇ 地域に学び、地域に役立つ

基本的なあり方 主な方策

豊かな人間性や社会性を -「聞く、話す、書く」という表現力を確実に身につける授業の実現

はぐくむ ・自然体験、社会体験等を取リ入れた孝夕育活動の実施

・閤題意識を持ち、その解決の方法を自ら考え、選択して解決していく教育方法

創造性を育てる の関発

・自己選択 ・自己責任の大切さを身に付けるための主体的な学習態度の育成

基礎・基本の定瘤と個性 ・体験的な学習や周題解決的な学習を通して基礎・基本を身に付ける授業の実施

尊重の教育を推進する 習熟度別学習の実施や生徒の興味•関心に応じた選択教科の導入

II提言 一新たな中等教育の創造一

(1)千代田区立中等教育学校（千代田区が設置する 6年制中高一貫校）の新設

6年間の 「ゆとり」ある生活の中で、生徒一人ひとりの個性や能力を一層伸ばし、地域の教育力を活用 し

たさまざまな教育活動を展開して、教養豊かな地域の人材を育てる。

特 色 主な具体的な内容・方法等

入学者決定方法
•千代田区立小学校卒業予定者のうち、希望する者は原則として全貝入学を認
める。ただし、定負を超過した場合は適切な選考を行う。

•前期課程 （現在の中学校段階に相当） 、後期課程 （現在の高等学校段階に相当）

32人学級 とも1学級32人とし、 1学年の定員は128人 (4学級）とする。

／全課程2学期制 ・授業時数の確保や学校行事・部活動の充実等を図るため2学期制 (4月～9月、
10月～3月）とする。

進路選択を応援する多様 ・後期課程を単位制 （全日制）とし、生徒一人ひとりの自己実現に向け、社会・

な科目設定 生活系、科学系、情報系、言語・ コミュニケーション系によリ科目を設定する。

「生き方」の授業 ・進路選択を支援するため、「生き方」 （仮称）の授業を設定する。

海外留学や大学・専修学 ・後期課程では、条件を満たせば、外国留学も単位認定する。また、一部の科目

校との提携 では大学や認可専修学校等での履修を単位認定する。

ゆとりの中の学校行事や
・6年周を通じた学校行事や課外部活動の中で、自己の可能性を開く。

部活動

(2)千代田区立中学校（在来型 3年制中学校）の充実

基礎 ・基本の定着や個性を尊重する教育を推進し、生徒一人ひとりのさまざまな進路希望に対応できるき

め細かな指導、特色ある教育活動を積極的に推進する教育課程を綱成・実施する。

特 色 主な具体的な内容・方法等

生徒の多様な進路に対応
・習熟度別学習やティームティーチング （複数の敦師が協力して学習指導を行

うこと）を実施する。
するきめ細かな指導

選択教科の種類の拡大や内容を充実する。

特色ある教育活動を積極的 生徒や地域の実態等に応じた特色ある教育課程を編成・実施する。

に推進する （例、国際理解教育、情報技術教育、健康孝夕育とスポーツ活動、芸術・伝統文化等）

地域に開かれた学校づくり
孝夕育活動への地域人材を導入する。

・地域と一体となった教育活動を実施する。

※中学校の適正規模・配置及び学校選択の自由化
将来にわたって安定的な学校教育の展開を維持できる学校規模を想定し、区立中学校への就学予測生徒数

をもとに、中学校の適正な学校数と配置を決める。また、生徒や保護者が複数の選択肢の中から中学校を選

べるよう学校選択の自由化を進める。

(3)学校支援策

学校支援策 主な具体的な方策

基礎・基本の定藩と個性尊重
・翌熟度別学習、ティームティーチングの実施、選択教科の充実のための教育

の教育推進のための支援
環境整侮と人材確保

• コ ンピュータ等の各種敦育機器の充実

特色ある学校づくりを推進
・保護者、生徒による学校自由選択制

するための支援
•特色ある教育課程を編成・実施する学校を支えるための教育環境等の整備・

充実

すぐれた人材の確保と教員 ・教員の待遇改善や研修機会の拡大

研修の充実 ・資質向上のための多様な研修や研究開発のエ夫と充実

生徒の心と体の健康問題に ・常駐のスクールカウンセラーや心の教室相談員等の配置

応じる手だてづくり •カウンセリングルームの整偶

くく中高一貫教育について＞＞

従来の制度

中高一貰教育は、これまでの中学

校・高等学校に加えて、生徒や保護

者が中高一貰教育も選択できるよう

にすることにより、中等教育の一層の

多様化を推進するもので、学校教育

法等の改正により、平成ll年4月から

実施されています。

高等学校

中学校

小学校

中等教育の多様化

呻

新たな制度

小学校

▽中高一貫教育の3つのタイプ

形 態 中等教育学校（同一設置者） 併設型（同一設置者） 連携型（異なる設置者）

一つの学校として一体的に 高等学校入学者選抜を行な 既存の市町村立中学校と都

中高一貫教育を行なう 。6年間 わずに、同一の設置者による 道府県立高等学校が、教育課

概 要 の課程は、前期課程 (3年）、 中学校と高等学校を接続する。 程の編成や教員•生徒間交流

後期課程 （3年）に区分され 等の連携を深める形で中高一

ている。 貰教育を実施する。

教育課程の編成に独自のエ 中学校課程と高等学校課程 教育課程の編成に独自のエ

教育課程
夫と特色を出せる。法的な特 にはっきり分かれるため、中 夫と特色を出しにくく一貫校と

の特徴
例がある。 等教育学校よりは教育課程の いう意味あいが薄くなる可能性

編成に独自性を出しにくい。 がある。法的な特例はない。

法的な特例がある。

:「 言99冒門□9]t]言忍：こイ誓ニムページでご覧いただけます ］
問合せ指導室

内線 3120• 3168 
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口

．頓瓢0
平成12年10月1日（日）
9月下旬から調査員がおうかがいいたします。

●国勢調査に協力を。

今年は全国一斉、国勢調査の年です。こ

の調査結果は住宅 • 福祉 ・ 雇用など、私た

ちの暮らしの様々な分野に役立てられる基

礎データとなります。

●調査員がうかがいます。

調査員が各世帯毎に調査票を配付．回収

にうかがいます。調査内容は、男女の別、

出生の年月日、就業状況、など22項目です。

記入された内容は、統計の作成以外の目的

に使用されることは絶対にありません。

問合せ 国勢調壼実施本部調査課

（地域振典課統計調査係）

電話 3264-015] 内線 2321~3

ふ
と
こ
ろ

そ
も
そ
も
、
紙
な
ど
を
懐
に
入
れ
て
持
ち
歩
く

よ
う
に
な
っ
た
の
は
奈
良
時
代
か
ら
と
言
わ
れ
、

ふ

く

さ

そ
の
後
、
枇
紗
で
笠
む
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
次

第
に
袋
物
の
形
が

一
般
的
に
な
り
、
木
綿
や
麻
の

さ

れ

し

わ

裂
地
を
二
つ
折
り
に
し
て
縫
い
合
わ
せ
、
口
に
紐

し

ぼ

を
通
す
部
分
を
付
け
紐
で
引
き
絞
っ
た
も
の
を
、

腰
に
下
げ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
江
戸
時
代
に

は
、
鼻
紙
袋
・
三
徳
な
ど
と
い
っ
て
硬
貨
の
他
に

印
判
や
薬
な
ど
も
納
め
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
明

治
元
年
頃
に
な
る
と
、
が
ま
口
が
作
ら
れ
、
明
治

小銭入れ ：牛革□金真鍮

手をつなげば恐くないよ

;̀;

11:~;~;:

~:
~:~;:~;:~

i;;;“ 

ェ生
活
用
具
の
う
つ
り
か
わ
り
ー
さ
い
ふ
ー
｛

冗
乍
芦
乍
~
乍
~
心
~
乍
乍
~
乍
~
乍
乍
乍
乍
~
乍
~
乍
~
乍
乍
~
乍
~
乍

乍
；
攣

が
ま
口
や
札
入
れ
な
ど
、
主
に
お
金
を
入
れ
る

も
の
を
総
称
し
て
「
財
布
」
と
い
い
ま
す
。
財
布

と
い
う
呼
び
名
自
体
は
江
戸
時
代
に
な
っ
て
か
ら

き

ん

ぷ

く

ろ

さ

ん

ふ

く

ろ

で
、
そ
れ
ま
で
は
金
袋
や
銀
袋
と
呼
ば
れ
て
い
ま

し
た
。

二
十
年
頃
に
は
、
袋
物
の
中
で
最
高
の
生
産
量
を

誇
っ
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、
紙
幣
の
普
及
に
よ

っ

て
札
入
れ
も
作
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
さ

ら
に
、
が
ま
口
に
紙
幣
入
れ
や
小
銭
入
れ
が
付
い

た
タ
イ
プ
も
の
が
現
れ
、
現
在
私
た
ち
が
使
用
し

て
い
る
も
の
に
近
い
形
の
も
の
が
現
れ
ま
す
。

っ

た

夏

休

み

通
級
指
導
学
級
は
、
通
常
の
学
級
で
学
ぶ
子
ど

も
た
ち
の
中
で
、
特
別
な
指
導
を
必
要
と
す
る
児

童
を
対
象
に
、

一
人

一
人
に
応
じ
た
指
導
を
行
い

ま
す
。
通
級
し
て
い
る
時
間
帯
は
、
在
籍
し
て
い

る
学
校
の
授
業
の

一
部
と
し
て
認
め
ら
れ
ま
す
。

千
代
田
区
で
は
、
千
代
田
小
学
校
に
設
置
し
て
い

ま
す
。
次
の
よ
う
な
心
配
の
あ
る
方
は
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

●
文
字
や
数
な
ど
学
力
に
心
配
が
あ
る
、
集
団
生

活
に
な
じ
め
な
い
、
家
で
は
話
を
す
る
が
、
他
で

は
思
う
よ
う
に
表
現
で
き
な
い
な
ど
の
児
童
を
対

象
に
、
自
信
を
も
っ
て
生
き
生
き
と
学
習
や
生
活

が
で
き
る
よ
う
に
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す
。

●
発
音
が
正
し
く
で
き
な
い
、
ど
も
る
、
こ
と
ば

の
発
達
が
お
く
れ
て
い
る
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
が
う
ま
く
と
れ
な
い
、
自
分
か
ら
話
そ
う
と
し

な
い
な
ど
、
話
す
・
聞
く
面
で
不
安
の
あ
る
児
童

を
対
象
に
、
こ
と
ば
に
つ
い
て
ど
ん
な
問
題
が
あ

る
か
調
べ
、
発
音
・
話
し
方
や
、
言
語
の
指
導
を

行
い
ま
す
。

相
談
受
付
は
随
時
行

っ
て

い
ま
す
。
担
任
の
先

生
を
と
お
し
て
、
ま
た
は
直
接
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

学
務
課
学
務
係

千
代
田
小
学
校

6
(3
2
5
6
)
 

6
(3
2
5
6
)
 8

9
8
7
 

6
7
6
8
 （

通
級
学
級
）

（
職
員
室
）

内
線
3
1
3
1
1
2

連

絡

先

通
級
の
手
続
き

財布：牛革製

通
級
指
導
学
級
の
こ
案
内

疇疇零疇翠羮攣疇攣拿零翠疇疇沢応覺鸞鶯零乞憂拿零鶯學拿鶯鶯豪鶯零
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山頂でも元気一杯。霧の金時山にて

遠泳にチャレンジ

はつけよ～い！

（箱根：千代田小）

（保田：練成中）

（納涼相撲大会：芳林公園）

楽
し
か
っ
た

夏

季

施

几
又

―――-
0
 

が
ん
ば

籠着からの素睛しぃ雀菫

--

精鋭のメンバーが勢ぞろい

（保田・麹町1」¥)

-・ り’

二

（軽井沢：麹町中）

（外濠グラン ド）

傘 寧 叩 寧 寧 寧 寧 寧 寧 寧 傘 亭 攣 寧 傘 ） 寧 寧 寧 寧 叩 疇 寧 傘 攣寧亭寧寧寧寧寧

ー
、
）
＇

な
お
、

3
日
午
前
5
時
5
5
分
1
6時
00
分
の
間
に

ニ
ッ
ポ
ン
放
送
で
開
催
の
有
無
が
放
送
さ
れ
ま
す
。

(1
2
4
2
k
h
z
)
 

保
護
者
の
皆
様
は
、
ぜ
ひ
参
観

・声
援
に
お
い
で

下
さ
い
。

◆
場
所
国
立
霞
ヶ
丘
競
技
場

J
R
千
駄
ヶ
谷
駅
下
車

◆
日
時

平
成

12
年
度

千
代
田
区
立
小
・
中
学
校
陸
上
競
技
大
会

今
川
中
学
校

元
の
校
舎
で

一
学
期
を
ス
タ
ー
ト

千
代
田
区
で
は
、
東
京
都
教
育
委
員
会
と
共
催

し
て
「
平
成
十
二
年
度
道
徳
授
業
地
区
公
開
講
座
」

を
開
催
し
ま
す
。

こ
の
講
座
は
、
学
校
関
係
者
と
保
護
者

・
地
域

の
方
々
を
は
じ
め
広
く
区
民
の
皆
様
に
道
徳
の
授

業
を
参
観
し
て
い
た
だ
き
、
学
校
に
お
け
る
道
徳

教
育
の
あ
り
方
や
家
庭

・
地
域
社
会
に
お
け
る
心

の
教
育
の
あ
り
方
、
連
携
に
つ
い
て
相
互
の
理
解

を
深
め
る
こ
と
を
目
的
に
開
催
し
、
本
区
の
道
徳

教
育
の

一
層
の
充
実
を
目
指
し
ま
す
。

趣
旨
を
ご
理
解
い
た
だ
き
、
多
く
の
皆
様
の
参

加
を
お
顧
い
し
ま
す
。
（
参
加
に
つ
い
て
事
前
の

申
込
み
は
不
要
で
す
。
当
日
、
直
接
会
場
に
お
越

し
下
さ
い
。
）

第
一
回

平
成
1
2
年
1
0
月
2
3
日
（
月
）

九
段
中
学
校

（
富
士
見

―
|
-
1
六）

午
前
8
時
3
5
分
1
10
時
3
5
分

6
(
3
2
6
3
)
2
0
9
1
 

第
二
回

平
成
1
2
年
11
月
1
5
日
（
水
）

九
段
小
学
校

（
三
番
町
十
六
l
-
)

午
後
1
時
4
0
分
1
4
時

6
(3
2
6
3
)
 0
5
6
4
 

第
三
回

平
成
1
2
年
1
1
月
2
4
日

（金）

お
茶
の
水
小
学
校

（
猿
楽
町
一

l
-
l
-
)

午
後
1
時
4
0
分
1
4
時

6
(
3
2
9
2
)
0
4
1
4
 

※
い
す
れ
も
授
業
公
開
及
び
懇
談
会

（
三
学
期
に
も
開
催
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
）

今
川
中
学
校
は
、
校
舎
改
修
工
事
の
た
め
内
神

田
社
会
教
育
会
館
の
仮
校
舎
で
授
業
を
行
っ
て
お

り
ま
し
た
が
、
予
定
通
り
に
工
事
が
進
み
、
改
修

し
た
鍛
冶
町
の
元
の
校
舎
で
二
学
期
の
授
業
を
始

め
ま
し
た
。

工
事
期
間
中
は
、
ご
協
力
い
た
だ
き
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

な
お
、
外
構
工
事
、
非
常
階
段
の
設
置
工
事
な

ど
が
残
っ
て
い
ま
す
が
、

二
学
期
中
に
終
了
の
予

定
で
す
。

小
学
校
5
.
6
年
生
の
児
童
、
中
学
校
の
生
徒

全
員
と
姉
妹
都
市
の
嬬
恋
村
か
ら
選
抜
さ
れ
た
中

学
校
生
徒
が

一
棠
に
会
し
、
日
頃
の
練
習
で
鍛
え

た
体
力
や
技
を
競
い
合
い
ま
す
。

平
成

12年
10
月
3
日

（

火

）

午
前

8
時

30
分
＼
午
後
4
時

00分

道
徳
授
業
地
区
公
開
講
座
に
参
加
を

7
 

6
 



「
仏
作
っ
て
魂
入
れ
ず
」
と
い
う

諺
が
あ
る
。
文
部
省
や
教
育
委
員
会

は
、
教
育
制
度
の
改
革
や
学
校
の
整

備
に
力
を
い
れ
「
仏
」
を
作
っ
て
く

れ
た
。
こ
れ
か
ら
魂
を
入
れ
る
の
は

一
人

一
人
の
教
員
で
あ
る
。

教
員

一
人

一
人
に
こ
の
自
覚
が
な
け
れ
ば
、
文

部
省
や
教
育
委
員
会
の
努
力
は
水
泡
と
な
り
、
ゆ

と
り
あ
る
教
育
や
生
き
る
力
を
育
て
る
教
育
は
絵

に
描
い
た
餅
に
な
る
。

仏
に
魂
を
入
れ
る
た
め
に
教
師
は
ま
ず
、
バ
ラ

ン
ス
感
覚
を
持
つ
こ
と
が
大
切
で
あ
る
。
例
え
ば
、

個
と
全
体
、
心
と
形
、
心
と
体
、
時
間
と
空
間
、

ふ

え

さ

特
殊
と
普
通
、
流
行
と
不
易
等
の
感
覚
で
あ
る
。

教
育
は
こ
れ
ら
の
バ
ラ
ン
ス
の
上
に
成
り
立
っ
て

い
る
。

教
育
は
「
教
え
る
こ
と
」
と
「
育
て
る
こ
と
」

の
二
面
性
を
も
っ
て
い
る
。
言
い
換
え
る
と
「
形
」

と
「
心
」
の
バ
ラ
ン
ス
で
あ
る
。
教
え
る
こ
と
は

「
形
」
で
あ
り
、
育
て
る
こ
と
は
内
面
か
ら
の
気

づ
き
に
よ
っ
て
達
成
さ
れ
る
部
分
で
「
心
」
に
当

て
は
ま
る
。
そ
う
は
言
っ
て
も
こ
の
形
と
心
が
教

育
の
中
で
完
全
に
分
離
し
て
存
在
し
て
い
る
の
で

は
な
い
。
形
と
心
は
互
い
に
必
要
と
し
て
い
る
関

係
で
あ
り
、
互
い
に
高
め
合
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

し
た
が
っ
て
、
ど
ち
ら
か
が
重
要
で
、
ど
ち
ら
か

が
重
要
で
な
い
と
い
う
問
題
で
は
な
い
。
バ
ラ
ン

ス
の
問
題
で
あ
る
。

く

ず

し
か
し
、
現
在
の
教
育
は
こ
の
バ
ラ
ン
ス
が
崩

れ
て
い
る
。
こ
れ
ま
で
知
識
の
詰
め
込
み
主
義
教

育
が
「
教
え
る
」
と
い
う
こ
と
と
イ
コ
ー
ル
に
な

’ 

か

ん

き

肥
大
化
し
学
習
者
の
意
欲
の
喚
起
が
中
心
の
学
習

と
な
っ
て
き
た
。

個
性
尊
重
教
育
、
子
ど
も
主
体
の
教
育
、
教
師

は
指
導
で
は
な
く
支
援
で
あ
る
と
言
っ
た
考
え
が

拍
車
を
か
け
た
。

そ
の
結
果
、
子
ど
も
の
自
由
な
行
動
が
尊
重
さ

し
つ
け

れ
、
規
律
教
育
が
敬
遠
さ
れ
た
。
躾
や
善
悪
の
判

断
、
規
範
意
識
、
耐
性
な
ど
が
こ
と
ご
と
く
欠
落

形 と 心

千代田区立番町小学校長

同 幼稚園長

青木 圭
月

↓

"

-

の教 育

多

り
、
そ
の
反
省
か
ら
、
教
え
る
こ
と
、
つ
ま
り

「
形
」
の
部
分
が
罪
悪
視
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て

し
ま
っ
た
。
そ
の
た
め
学
習
は
強
制
で
は
な
く
、

本
人
の
や
る
気
や
楽
し
さ
が
強
調
さ
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
。
「
教
育
は
学
習
者
が
主
体
性
を
も
っ
て

や
ら
な
け
れ
ば
効
果
が
な
い
」
と
か
「
嫌
い
な
こ

と
は
や
ら
な
い
の
も
個
性
の

一
っ
」
等
と
言
う
考

え
も
出
て
く
る
よ
う
に
な
っ
た
。
育
て
る
部
分
が

き
ょ

あ
お
き
お
さ
む

千
代
田
区
立
小
学
校
長
会
長

想随

う
い
く

し
て
い
っ
た
。
現
在
の
い
じ
め
、
不
登
校
、
非
行
、

学
級
崩
壊
な
ど
は
起
こ
る
べ
く
し
て
起
こ
っ
た
現

象
と
受
け
止
め
て
い
る
。

「
形
」
の
教
育
、
つ
ま
り
「
教
え
る
」
こ
と
を

も
っ
と
大
切
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
は
な

、、

。

>
カ日

本
の
文
化
は
「
道
の
文
化
」
と
言
わ
れ
る
よ

か

ふ

さ

う
に
、
柔
道
、
茶
道
が
あ
り
歌
舞
伎
や
能

・
狂
言

に
も
形
が
あ
る
。
日
本
人
の
感
性
は
「
形
」
に
よ

っ
て
受
け
継
が
れ
、
洗
練
さ
れ
て
き
た
。
和
歌
の

世
界
も
三
十

一
文
字
と
い
う
制
約
さ
れ
た
形
の
中

で
五
七
五
七
七
の
リ
ズ
ム
を
生
み
出
し
た
。
礼
儀

作
法
も
、
立
ち
振
る
舞
い
に
守
る
べ
き
形
を
定
め

て
い
る
。
日
本
人
が
家
庭
教
育
で
重
ん
じ
ら
れ
て

き
た
躾
も
、
身
体
の
姿
・
形
を
美
し
く
す
る
こ
と

に
よ
っ
て
、
心
を
育
て
よ
う
と
い
う
教
育
原
理
が

背
景
に
あ
る
。

基
本
的
な
立
ち
振
る
舞
い
、
堪
え
忍
ぶ
こ
と
の

尊
さ
を
、
気
つ
か
せ
る
の
で
は
な
く
、
「
形
」
を

定
め
る
こ
と
に
よ
っ
て
体
で
教
え
る
の
で
あ
る
。

「
教
え
る
こ
と
は
徹
底
し
て
教
え
る
」
こ
と
と

「
子
ど
も
に
じ
っ
く
り
考
え
さ
せ
、
気
づ
か
せ
る

指
導
」
の
で
き
る
教
員
こ
そ
、
仏
に
魂
を
入
れ
る

教
員
な
の
で
あ
る
。

今
年
の
夏
は
暑
い
日
が
続
き
ま
し
た
。
激
し

い
雷
雨
も
多
か
っ
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。
何
か

気
候
が
変
で
す
ね
。
地
球
温
暖
化
の
進
行
の
影

響
な
の
で
し
ょ
う
か
。

季
節
は
い
つ
の
間
に
か
移
り
変
わ
っ
て
、
読

書
の
秋
、
芸
術
の
秋
、
そ
し
て
ス
ポ
ー
ツ
の
秋

と
な
り
、

9
月
15
日
か
ら
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が
開

催
さ
れ
ま
す
。
毎
回
多
く
の
ド
ラ
マ
が
生
ま
れ

て
い
ま
す
が
、
2
0
世
紀
最
後
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
、

シ
ド
ニ
ー
で
は
ど
ん
な
感
動
が
待
っ
て
い
る
の

で
し
ょ
う
か
。

ま
た
、

10
月
1
日
、
全
国

一
斉
に
国
勢
調
査

が
行
わ
れ
ま
す
。
国
勢
調
査
は
世
界
各
国
で
実

施
し
、
多
く
の
国
が

2
0
0
0
年
と
い
う
世
紀

の
変
わ
り
目
に
行
わ
れ
る
よ
う
で
す
。
こ
の
調

査
の
基
礎
デ
ー
タ
に
よ
り
、

21
世
紀
が
住
み
や

す
く
心
豊
か
な
社
会
に
な
る
と
い
い
で
す
ね
。

さ
て
、
今
号
で
は
、
「
中
学
校
教
育
検
討
会
報

告
」
を
紹
介
し
ま
し
た
。
21
世
紀
に
生
き
る
子

ど
も
た
ち
に
と
っ
て
、
夢
と
希
望
を
育
て
る
魅

力
あ
る
中
学
校
の
創
造
に
努
力
し
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

「
か
け
は
し
」
に
つ
い
て
の
ご
音
i
見
・
ご
感

想
・
ご
要
望
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

教
育
広
報

「
か
け
は
し
」

第
四
十
穴
号

平
成

12年
9
月
13
日
発
行

編
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発
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田
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教
育
委
負
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〒

102歳
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1
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